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　本論文は、日本研究の対象にされることの少ない日本人女性管理職に焦点を当てるもの

である。そうすることによって、日本で一生仕事をし続ける選択をし、男性中心であった

ビジネスの世界で成功している女性に対する理解と知識を獲得し、単純化される傾向にあ

る日本人女性のイメージを多様な現実に一歩近付けたい。また、研究テーマとして不足し

ている高い社会的地位にいる日本人女性に注目するだけではなく、日本における女性の言

葉遣いに関する研究で欠けている、文脈や参加者などの要因に注目する長期フィールド

ワークによって集められた自然会話のデータを分析し、この分野にテーマとアプローチの

両面で新たな光を当てたい。

　日本語を始め、女ことばは一般的に女性の男性に対して低い社会的地位を表す「弱

い」・「柔らかい」言葉遣いであり、権力のない立場にいる人間の話し方だ、と考えられ

ている。殊に日本社会の場合、「女ことば」に結びつけられている言語イデオロギーと、

そのイデオロギーが作り出した社会的文化的価値に対する人々の意識が高いことが特徴と

して挙げられ、それは無視できない強い影響力を持つ要因である。その背景の下、女性管

理職は、日本社会の一員であるため、「女ことば」に特徴付けられる女性であることの基

準から完全に離れることが出来ない。しかし、同時に、「女ことば」の特徴である「弱

さ」や「自己主張の無さ」はビジネスパーソンであることと矛盾しているため、女性管理

職は様々な葛藤を生む立場に置かれている。本論文では、東京の大手広告会社、家電メー

カー、金融会社、自動車メーカーの合計４社の中で、そういった立場に置かれている女性

管理職４人の言語活動の分析を通じて、彼女たちの現状と経験を明らかにする。

　本論文は二部に分かれている。「Portraying Women's Reality（女性の現状を描

く）」とタイトルを付けた第１部では、文化人類学の立場から言葉の研究を行う上で、意

識し理解しなければならない、日本で働いている女性たちの現状と、文化的・歴史的な背

景を紹介する。まず、第１章では、日本の女性解放運動とその重要人物を紹介し、歴史に

おける日本人女性と仕事の関係、それに関わる、本研究にとって影響のある法律、企業組

織と現在の労働者の様々な立場を紹介する。第２章では、今日までの日本の教育制度にお

ける女性の立場、また、数字から見られる女性のおかれている現状、仕事をする女性と女

性管理に対する社会的文化的イメージと評価、等を分析する。そのためには、フィールド

ワーク時である2006年から2008年にかけて、放送されたテレビドラマや出版された雑



誌に見られる、働く女性のイメージとステレオタイプを分析する。さらに、第３章では、

ジェンダーと言語に関する一般的な研究と重要な研究者、「deficit theory」、

「dominance theory」、「difference theory」などについての議論、ジェンダーと言語

の研究で見られる主なアプローチを紹介し、本研究を学説史的に位置付ける。第１部の最

終章である第４章では、日本語における「女ことば」の歴史と言語イデオロギー、一般的

に挙げられている語彙、音韻体系、統語法などにみられる日本の「女ことば」の特徴を説

明し、それらを対象にした研究と議論を紹介する。女性管理職の言語活動と選択、それが

意味すること、それが彼女たちの現状をどう反映しているのかを理解し、深みのある分析

を行うためには、個人の今までの経験と働いている仕事環境以外にも、日本社会で女性の

関係する領域における彼女たちの一般的な立場、その歴史的背景、女性の活動に対する社

会的価値と知覚、また「女ことば」と呼ばれているものと結びつかれている言語イデオロ

ギーを意識する必要がある。従って、第１部の計４章によって、文化人類学という分野の

中で、女性管理職の言葉遣いの分析を行うための基礎的な知識を議論の背景として設定す

る。

　本論文の主要部である「Field Research and Data Analysis（フィールド研究とデータ

分析 ）」の第２部では、フィールドに対する情報、フィールドワーク中に集めたデータ

を記述し、 その分析を行う。第５章では、研究対象の企業と女性管理職、フィールド期

間、研究方法、分析方法などの選択とその理由を述べる。第６章では、一年間にわたって

行った大手企業４社での長期フィールドワークのデータを記述し、広告会社、家電メー

カー、金融会社、自動車メーカーといった職場で活躍している女性管理職の現状と言葉遣

いを、実例に基づいて、精細に分析する。そのため、フィールド別に分けられている第６

章の４つの項では、それぞれの会社の歴史と実績、研究に協力して下さった女性管理職の

入社前・入社後の経験、部署の構成と仕事の内容や行い方、フィールドワークの状況、そ

の他の特徴などを紹介し、それらが意味することを整理、解釈してから、言語データの分

析を行う。それによって、ある特徴的な社会的文脈と人間関係におかれた彼女たちが、部

下や上司と接する時に、意識的あるいは無意識的にとる、Compartmentalizing、

Balancing、Levelling、Interactivityと論者が名付けた言語的行動、言語戦略を中心に取

り上げ、それらが意味することを明らかにし、分析を行う。第７章では、第６章の分析を

受けて、それらの解釈を行う。

　本論文の主要部である第２部の内、さらに主要部である第６章と、それをまとめた第７

章では以下の議論が行われている。

　女性管理職は、ビジネスパーソンとして決定、命令しなければならない立場にいるた

め、ビジネスという文脈において「女性らしさ」を表し過ぎないようにしなければならな

いが、一方、日本社会・文化の中で生活している女性としても行動しなければならない。

そのため、彼女たちは、「女ことば」に対する言語イデオロギーの中で価値を持つ言語目

的（対立を避けること、相手を気遣うことなど）を持ちながらも、ビジネスの場面では、

顕在的には女性らしさを示さない言葉遣いをしている。したがって、言語イデオロギーに

よって定義されている「女ことば」を受容しつつ、職場に適しないと思われる言葉遣いを



避け、その外形を変えることによって、女性管理職は自分たちの立場、活動、コミュニ

ケーションの目的などに合った、多様で幅広い言語活動を行っている。

　その言語活動は様々な形をとり、文脈、相手、目的などに合わせた多くの言語戦略に表

表されている。それらを研究対象者ごとに、以下のごとく、大きく纏めた。

　ヒエラルキーの非常に強い会社でありながらも、とてもインフォーマルな仕事環境であ

る広告会社ＡＣでは、対象者の女性管理職は、場に合わせて、極端に言葉遣いを分けた、

compartmentalizationとここで呼ぶ戦略を行っていたことが明らかになった。例えば、

同じ相手に対して、チームの打ち合わせでは極端な敬語を使う一方、普段のやり取りで

は、母親が使うような非常にインフォーマルな言葉遣いをしている。そうすることによっ

て、彼女は管理職としてフォーマルで、場合によって命令的な内容を伝えながらも、イン

フォーマルな場においての団結を守り、職場と立場によって作り出された言語活動を行っ

ていることが分かった。

　一方、非常にインフォーマルで非ヒエラルキー的な職場であった家電メーカーＨＥＭで

は、対象者の女性管理職は部下を管理するうえで、balancingと呼ぶことの出来る戦略を

使っていることが明らかになった。そこでは、管理職である彼女が置かれている職場で

の、権威を比較的に強く表現する必要性を、笑いなどによる親しさと団結を強調する表現

を使うことによって、調和させていたことが分かった。

　また、非常にヒエラルキー的でフォーマルな社風を持つ金融会社ＦＧで活躍する女性管

理職の言語活動では、levellingと呼ぶ戦略が特徴的であることが明らかになった。会社に

よって、既にはっきりと権力者、デシジョンメーカーである上司の立場に確固として置か

れた研究対象者は、むしろ自身の権力的位置や部下とヒエラルキー的ギャップを強調する

言葉遣いを避け、団結を表現していることが分かった。

　最後に、ヒエラルキーを弱めたいという、はっきりとした目標を持っていた、フォーマ

ルでヒエラルキー的な自動車メーカーＣＭの女性管理職はinteractivityと呼ぶ戦略を利用

していたことが明らかになった。相手の考え方や意見に対する評価を積極的に表す言語活

動によって、権威ではなく団結を管理手段とし、そのようなことを巧みな言葉遣いを通じ

て、表していたことが分かった。

　これらの言語戦略は、無数の文脈や話の相手などという、長期間の密着したフィールド

ワークによってのみ明らかになる要因を取り入れた分析でしか理解できないことを、第７

章で結論として主張する。また、以上のように、大企業の女性管理職の経験、彼女たちが

出会う言語的葛藤、その葛藤が作り出す言語的戦略などを観察し、分析することによっ

て、今まで男性にしか開かれていなかった分野と地位にいる現在の日本の女性たちの実態

を明らかにしている。そうすることによって、「女ことば」という概念を考え直し、今ま

での研究でほとんど注目されなかった現場での多様性を明らかにし、言語イデオロギーと

使用実態の両方を取り入れた、女性が話す言葉に対する新しい概念を提案している。


